
4
つ
の
重
点
提
言
を
取
り
ま
と
め

県
知
事
等
へ
提
言
活
動
を
実
施

社
会
福
祉
情
勢
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

　
8
月
2
日
、県
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
㈱

ト
ヨ
タ
レ
ン
タ
リ
ー
ス
兵
庫
か
ら
、県
社

協
が
仲
介
し
た
各
団
体
に
車
両
2
台
と

車
椅
子
5
台
が
寄
贈
さ
れ
た
。

　
車
両
は
県
老
人
福
祉
事
業
協
会
と
県

社
会
福
祉
法
人
経
営
者
協
議
会
を
通
じ

て
、洲
本
た
ち
ば
な
福
祉
会
と
相
生
市

社
会
福
祉
事
業
団
に
寄
贈
さ
れ
た
。ま

た
、車
椅
子
は
、県
知
的
障
害
者
施
設
協

会
、県
身
体
障
害
者
支
援
施
設
協
議
会
、

県
重
症
心
身
障
害
児(

者)

を
守
る
会
を

通
じ
て
各
会
員
施
設
に
贈
呈
さ
れ
た
。

　
平
成
19
年
度
か
ら
継
続
し
て
寄
贈
い

た
だ
い
て
い
る
同
社
に
対
し
、県
社
協
の

吉
本
会
長
か
ら
感
謝
状
を
贈
呈
し
た
。

 

　
7
月
23
日
、紀
の
庄
木
材
㈱
か
ら
県

内
に
お
け
る
児
童
福
祉
の
推
進
を
目
的

に
、兵
庫
善
意
銀
行
に
寄
付
金
が
贈
呈

さ
れ
た
。同
社
は
、災
害
時
の
義
援
金
や

児
童
福
祉
、母
子
福
祉
に
対
す
る
寄
付

に
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
、今
年
で

3
回
目
。寄
付
金
は
、児
童
養
護
施
設
の

児
童
や
母
子

生
活
支
援
施

設
の
利
用
者

を
対
象
に
し

た
交
流
事
業

等
、児
童
福
祉

の
推
進
に
役

立
て
て
い
く
。

　
県
社
協
で
は
、社
会
福
祉
法
人
の
経

営
計
画
の
策
定
を
支
援
す
る
た
め
、8

月
に
新
刊「
社
会
福
祉
法
人
経
営
計
画

策
定
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
」を
発
行
し
た
。経

営
計
画
に
関
す
る
基
礎
知
識
を
解
説
し

た
上
で
、計
画
策
定
の
プ
ロ
セ
ス
を
学
べ

る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
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1

平
成
31
年
度
の
社
会
福
祉

政
策
へ
の
提
言

寄
付・寄
贈
の
お
礼

新
刊
書
籍
の
ご
案
内

　
今
年
8
月
、県
社
協
で
は
、「
平
成
31

年
度
兵
庫
県
の
社
会
福
祉
政
策
へ
の
提

言
」を
取
り
ま
と
め
た
。

　
本
提
言
書
は
、関
係
機
関・団
体
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
提
言
内
容
を
基
に
、そ
の

中
か
ら
共
通
す
る
事
項
を「
提
言
」と

し
、さ
ら
に
県
施
策
へ
特
段
反
映
い
た
だ

き
た
い
事
項
を「
重
点
提
言
」と
し
て
取

り
ま
と
め
て
い
る
。

　
国
は
、「
地
域
共
生
社
会
」の
実
現
を
社

会
福
祉
制
度
改
革
の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
と

し
、多
様
化
す
る
生
活・福
祉
課
題
の
対

応
に
向
け
て
、住
民
参
加
に
よ
る
包
括
的

な
総
合
相
談
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い

松本隆弘議長、小西隆紀副議長への提言 井戸敏三県知事への提言

る
。そ
の
た
め
に
最
も
重
要
な
の
が
福
祉

人
材
の
確
保
で
あ
る
が
、社
会
福
祉
施
設

等
の
福
祉
現
場
で
は
慢
性
的
な
人
材
不
足

が
続
い
て
い
る
。加
え
て
、民
生
委
員
等
の

地
域
活
動
者
も
高
齢
化・人
口
減
少
に
よ

り
確
保
が
難
し
い
状
況
が
生
じ
て
い
る
。

　
ま
た
、「
大
阪
北
部
地
震
」「
平
成
30
年
7

月
豪
雨
災
害
」を
通
じ
、生
活
課
題
を
抱
え

る
要
援
護
者
の
避
難
場
所（
福
祉
避
難
所

等
）や
生
活
支
援
の
在
り
方
等
に
つ
い
て
、

一
層
の
整
備・充
実
を
図
る
べ
き
課
題
と
し

て
浮
か
び
上
が
っ
て
き
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、重
点
提
言

を
左
記
の
通
り
、①
福
祉
人
材
確
保
、②

災
害
時
の
福
祉
避
難
所
、③
地
域
福
祉

推
進
の
担
い
手
づ
く
り
に
向
け
た
支
援

策
の
強
化
、④
総
合
的
な
権
利
擁
護
体

制
の
構
築
の
4
項
目
と
し
、提
言
内
容

の
焦
点
化
を
図
っ
た
。

　
上
述
の
提
言
書
を
も
と
に
、8
月
9

日
に
県
知
事
へ
、8
月
16
日
に
県
議
会
議

長・副
議
長
へ
提
言
内
容
を
説
明
し
、兵

庫
県
の
社
会
福
祉
施
策
の
一
層
の
充
実

に
つ
な
が
る
よ
う
理
解
を
求
め
た
。

　
ま
た
、提
言・活
動
の
強
化
を
図
る
た

め
、7
月
27
日
に
県
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
社

会
福
祉
情
勢
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
。社
会

福
祉
政
策
委
員
や
県
社
協
役
職
員
ら
78

名
が
参
加
し
た
。

　
講
師
に
は
、独
立
行
政
法
人
国
立
病

院
機
構
副
理
事
長
の
古
都
賢
一
氏
を
招

き
、「
地
域
共
生
社
会
づ
く
り
に
向
け
た

福
祉
関
係
者
の
役
割
」を
テ
ー
マ
に
、社

会
福
祉
を
取
り
巻
く
施
策
動
向
と
と
も

に
、地
域
共
生
社
会
づ
く
り
に
向
け
て
、

住
民・専
門
職・社
協・社
会
福
祉
法
人

の
役
割
に
つ
い
て
共
有
し
た
。

　日常の会計処理で、リースを利用していなが
ら、リース資産として会計処理していない場合が
よく見られます。
　リースの会計処理には、「賃貸借取引に準じた
会計処理」と「売買取引に準じた会計処理」の2
つの方法があります。前者はリース料支払の都
度、賃借料を計上するだけの処理で、300万円以
下のリース契約が対象です。後者は、借手があた
かも購入したかのように会計処理（リース資産と

して会計処理）する方法です。簡単に言えば、リー
ス契約開始時に①資産計上（資産計上額をリース
料総額とする簡便的な方法を利用できる場合が
多い）すると同時に、未経過リース料をリース債
務として負債計上し、②リース料支払の都度リー
ス債務を減らし、③リース資産について減価償却
を行うというものです。リース契約1件当たりの
リース料総額が300万円超のリース契約について
規定されています。

社会福祉事業経営相談室だより
※「一般相談」は月・水・金曜日、「専門相談（公認会計士）」は第１水曜日の
10：00～17：00に相談員を配置しています。TEL：078-271-1230

仕訳例　　
①契約時　　　有形リース資産　　　／　　リース債務　
②支払時　　　リース債務　　　　　／　　現金預金
　　　　　　　リース債務返済支出　／　　支払資金
③期末　　　　減価償却費　　　　　／　　有形リース資産
　　　　　　　リース債務　　　　　／　　１年以内返済予定リース債務

日常の会計処理～リース資産について～

平成31年度
兵庫県の社会福祉政策への提言

＜重点提言＞

１　福祉人材確保
（１）福祉の仕事のイメージ

アップに向けた広域的な
広報の展開

（２）外国人介護技能実習生受
入れに対する支援

２　災害時の福祉避難所
（１）県内すべての社会福祉施

設が福祉避難所となれる
ような施策推進

３　地域福祉推進の担い手づくり
に向けた支援策の強化
（１）地域づくりの担い手支援

策の創設
（２）コミュニティワーカーの

配置の推進
４　総合的な権利擁護体制の構築
（１）「権利擁護支援センター」

の県全域での設置
（２）成年後見制度利用促進計

画の策定推進
（３）日常生活自立支援事業の

安定的な事業運営に向け
た体制強化

ひょうごの福祉

2018 September11 2018 September 10

N OW
ひょうごの福祉

県社協の活動や県内の福祉に関する最新の動きを発信します。N OW




